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平成27年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その５ 

平成27年９月９日（水） 

                                           

                                           

（午後１時55分 再開） 

○議長（中本正人君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番16、７番 髙本君。 

〔７番（髙本勝次君）登壇〕 

○７番（髙本勝次君）いよいよ最後になりま

した。どうぞご協力よろしくお願いします。

最後といえばトリですが、トリになるかわか

りません。どうぞよろしくお願いいたします。 

 そしたら、通告に従いまして、一般質問を

行います。 

 まずはじめに、きょう、今回、三点ござい

まして、まず一点目は、橋本創生総合戦略策

定と住宅リフォーム助成制度についてという

ことであります。 

 昨年12月議会の一般質問でも私、取り上げ

ましたが、再度、当局のお考えをお聞きした

いと思います。政府は、石破茂地方創生大臣

の答弁でこのように言っています。「住宅リ

フォーム助成制度の経済効果は高い」という

ことで認めておられます。総合戦略５カ年計

画でも、小規模事業者支援を位置づけると約

束したところでございます。以下、その質問

をいたします。 

 一点目の質問です。12月議会で、住宅リフ

ォーム助成制度実施自治体の調査を約束、検

討していただきました。前向きの答弁をして

いただいたことですごくうれしくございます

が、その後の経過、どうなっているでしょう

か。お聞きしたいと思います。 

 質問の二つ目。橋本創生総合戦略策定の基

本目標には、このように書いています。「安

定した雇用を創出する」。また、基本姿勢で

はこのように書いておられて、「仕事をつく

る」ということで掲げています。住宅リフォ

ーム助成制度の経済効果は、石破茂地方創生

大臣も認めておられます。橋本創生総合戦略

策定の基本目標、基本姿勢に合致するもので

あります。橋本創生総合戦略策定の計画の中

に組み入れていただきたいと思いますが、い

かがですか。 

 二点目の質問です。市内公共交通について

でございます。 

 はじめに一点目。高野口地区公民館出発の

橋本市民病院送迎バスについてお聞きします。

昨年９月議会で、大野地域にバス停をという

要望をしましたが、そのときの病院事業管理

者の答弁は、「産業文化会館のほうを回ると

いうのが最も回りやすい。ちょっと時間をい

ただいて、具合を見たいと思っているところ

でございます」という答弁でございました。

地域の診療所と市民病院との地域医療を守る

立場からいろいろと検討をされなくてはいけ

ないと思いますが、どのようにお考えかお聞

きしたいと思います。 

 質問の二つ目ですが、次に、コミュニティ

バスについてお聞きします。今年行ったアン

ケート調査の結果を踏まえて、平成29年度実

施予定になっています新たな交通体系を、橋

本市生活交通ネットワーク協議会で協議が進

められています。これ、協議されております

が、決定される前に幅広く利用者、市民の声

を取り入れ、地元説明会を実施していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 二点目、コミュニティバスの国の補助金は、

近畿運輸局で配分されていますが、本市への

補助金が年々減額されています。橋本創生総
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合戦略策定の中に位置づけて、この対策を講

じることはできませんでしょうか。 

 三点目、平成29年度実施予定の新たな交通

体系については、地域の要望を取り入れる方

向で進めていただきたいと思います。具体的

には国道24号線の路線の新設、また、路線の

ない地域には、乗り合いタクシー等の実施、

そして、日々の増便の要望もたくさん出され

ております。また、敬老バス乗車券制度を継

続してほしいという声も多く出されています

ので、そういった切実な要望があります。こ

れに対してどのようにお考えか、お聞きした

いと思います。 

 そして、三点目の質問です。スポーツ大会

に補助金制度の実施についてでございます。 

 いよいよ国体の開催が近づき、当市でも、

競技大会が開催され、全国から参加選手が来

ますが、国体に関係なく、通年でも近畿大会

などで当市のスポーツ施設が利用されていま

す。当市で行われる競技大会で、市外在住者

の選手が当市で合宿した場合に、宿泊費用に

補助金を出す制度の新設を提案いたします。 

 その質問１として、国体の開催で、これま

で以上に橋本市のよさを知ってもらう機会が

できるかと思います。そして、大会や合宿の

誘致を推進していくという計画があるかどう

かですが、これは地方創生の計画でも、それ

以外でも、市の方針として出されております

ので、大いにこれを進めていくためにも思い

ますので、今現在、計画があるかどうかをお

聞きしたいと思います。 

 二つ目に、大会や合宿をきっかけに橋本市

の魅力を感じ取ることで、旅行でまた再訪し

てもらうことや、地場産品の普及につながる

ということに思いますが、いかがでしょうか。 

 三つ目の質問です。石川県七尾市で、スポ

ーツ大会に参加した市外在住者の方が当地で

宿泊した場合に補助金を出して、宿泊増加を

図っています。その例をいいますと、大人で

1,000円、学生の場合は500円というような程

度の補助金でございますが、当市でも宿泊可

能規模の条件はありますが、合宿の誘致を促

進するために補助金制度をつくってみてはど

うかと思います。 

 以上の質問を壇上でいたします。どうぞよ

ろしくご答弁、お願いいたします。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君の質問項

目１、橋本創生総合戦略策定と住宅リフォー

ム助成制度に対する答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）住宅リフォーム助

成制度実施自治体の調査状況についてお答え

します。 

 平成27年度和歌山県内では、高野町、海南

市、有田市、新宮市、日高川町が本制度事業

を実施しています。その中で、まず平成26年

度に61件の実績があった海南市を調査したと

ころ、採択された住宅リフォーム総工事費

7,926万円に対し、10％以内かつ限度額10万円

の補助金529万円を支出し、そのうち２分の１

は社会資本整備総合交付金を充てています。

住宅リフォーム61件に対し、44社の工事業者

がかかわったとのことです。 

 次に、平成26年度に77件の実績があった大

阪府熊取町を現地調査したところ、採択され

た住宅リフォーム総工事費１億2,788万円に

対し、10％以内かつ限度額10万円の補助金678

万円を支出し、財源は全て町単独資金を充て

たと聞いております。住宅リフォーム77件に

対し30社の工事事業者がかかわり、定住・転

入にも一部つながったとのことです。 

 次に、地域住民生活等緊急支援交付金・消

費喚起を活用した有田市及び新宮市は、おの

おの1,000万円、2,400万円の予算に対し、受

付開始から約１カ月で、申し込みが執行限度
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額に達したため、受付を終了する状況に至っ

たと聞いています。 

 次に、約70％の交付税措置がある過疎債を

利用した高野町や、町単独で実施する日高川

町は、おのおの2,000万円、300万円の予算に

対し、32件と17件の申請があり、平成27年度

分を現在も受け付け中であるとのことです。 

 調査する中で、問題点も多く聞いています。

まず一つ目に、対象経費や限度額の設定など

制度設計の条件により差異はあるものの、厳

しい財政状況にあって、本事業を単費で継続

していくのは困難であるとのことです。 

 二つ目に、予算が限られていることから、

地域の経済活性化に一定の効果はあるが、行

政の公平性の観点から、その利益を受ける市

民が限られ、不満が寄せられていることです。 

 三つ目に、市町外に本社がある業者に受注

が集中し、地元小規模事業者の受注が少ない

傾向にあることです。これは、特に新興住宅

地でこの傾向が強く、市町外の特定の業者に

発注が偏り、地元中小事業者の活性化につな

がっていないとのことです。 

 四つ目に、想定以上に業務の負担が大きく、

事業事務時間及び人件費を多く費やしている

とのことです。 

 以上、本年４月から現在までの調査内容を

報告します。 

○議長（中本正人君）企画部長。 

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕 

○企画部長（北山茂樹君）次に、住宅リフォ

ーム助成制度を橋本創生総合戦略に組み入れ

ることはできないかについてお答えします。 

 我が国における急速な少子高齢化の進展に

的確に対応し、人口の減少に歯どめをかける

とともに、それぞれの地域で住みよい環境を

確保して、将来にわたって活力ある日本社会

を維持していくため、平成26年11月28日、ま

ち・ひと・しごと創生法が制定されました。

本市の総合戦略は、この法律に基づき、国、

県の総合戦略を勘案しつつ、今年10月末をめ

どに策定を進めているところです。 

 住宅リフォーム助成制度については、地域

経済の活性化につながる施策であると認識し

ています。しかし、先ほど、経済部長から答

弁させていただいた問題点から導き出される

評価として、地域経済への波及効果が限定的

であると考えられること、本市財政として継

続した施策となり得るのかなど疑問がありま

す。 

 本市における地方創生の考え方として、「仕

事の創出」に関しては、地域の歴史に培われ

てきた地場産業の活性化、生産性の向上、ブ

ランド商品の開発などに取り組むとともに、

企業誘致や企業支援などによる新たな雇用の

場の創出に焦点をあて、将来に向けて安定し

た雇用量、質を確保することで地域経済の持

続可能な発展と市民の経済基盤が安定する地

域社会を形成することとしています。 

 その上で、地方創生として限られた予算の

中で、この５年間、どのような事業を優先的

に実施していくか、選択と集中を行った上で

総合戦略に盛り込んでいく必要があります。 

 このようなことから、現時点において、住

宅リフォーム助成制度の優先順位は決して高

くないと考えられることから、総合戦略に盛

り込む予定はございません。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）一点目の聞きたいこと

がございます。 

 はじめに申し上げますが、12月議会での答

弁どおり、住宅リフォーム助成制度実施自治

体の調査をしていただいて、それで、今、報

告を聞いてわかりましたが、ちょっと一つ申

し上げます。 
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 本年３月27日、国会衆議院の地方創生に関

する特別委員会で、我が党の宮本たけし議員

の質問に、政府の答弁でこのように言ってい

ます。「住宅リフォームに関する支援制度に

つきましては、耐震、バリアフリー、省エネ

ルギー化等を支援するものがあり、全47都道

府県及び1,559の市区町村において支援制度

が実施されています」、このように答弁され

ております。全国の自治体数は約1,700。その

うち実施しているのは1,500を超えているわ

けでございますから、こういうことをご覧に

なっていただいてもわかりますように、すご

く全国的に普及しているということが伺える

と思います。これをお聞きして、どう思われ

ますでしょうか。お聞きします。 

○議長（中本正人君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）1,559団体の実施内

容は、先ほど議員がおただしのとおり、耐震、

それからバリアフリー、省エネルギー化等を

支援する助成制度を導入している自治体数と

いうのが1,559ということでございます。本市

も、耐震に関しては助成制度を設けておりま

すので、1,559団体のうちの一つになってござ

います。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）よろしくお願いします。 

 そしたら、ちょっとお聞きいたします。私

は地域経済活性化のために、市内でもっとも

多い中小企業の仕事を増やすということが大

事でないかと思います。畳屋、電気屋、建具

屋、塗装店、水道工事屋、また、住宅設備の

店とか、地元業者の仕事をいかに増やすかで

あります。行政がここに支援の手を差し伸べ

る、これが住宅リフォーム助成制度でござい

ます。経済効果があるということは、石破創

生大臣も認めておられるところでございます。

繰り返しますが、全国で実施されているのが

たくさん、先ほど申し上げたように、1,700

のうち1,500です。いうことで、そういう意味

では、地元の小さな零細業者の皆さんに仕事

が行き渡る、これほどいい住宅リフォーム助

成制度はないということで評価をされている

わけでございます。その辺はどうお考えでし

ょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）先ほど、企画部長

からも答弁あったんですけど、1,500以上の自

治体がこの制度を実施している中に橋本市も

含まれております。ですから、今回、それを

地方創生事業として進めていくかどうかにつ

いては、いろいろ国からの交付金の枠内で優

先順位を決めて決定してまいりますので、今

回のリフォーム助成金については、なかなか

その中に上げていくのは厳しいというふうに

考えております。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）そして、もう一つ聞き

ます。 

 私に地元業者から、ある方から手紙をいた

だきまして、このように書いてあります。「私

は橋本市で昭和28年から今日まで、家電販売

と電気工事業を親子３代にわたって営業して

まいりました。消費税も自腹を切って払って

います。地元業者が得意としてきた住宅リフ

ォームも、大手ハウスメーカーが参入してき

て、太刀打ちできなくなって廃業している者

も出ています。我々零細業者の仕事を増やし、

市税の増収にもつながるわけでございますか

ら、住宅リフォーム助成制度をぜひともして

ほしい」という手紙でございました。 

 リフォーム業者を選ぶのは、あくまでの当

の市民でございます。どこにどういう業者が

あるのか知らない方が大変多ございます。市

内の工事事業者のリスト一覧表を配布して、

ここだったら頼んでみようかなということで、

小さな業務だったら、そういった形で仕事が



 

－191－ 

行くと思います。市内業者の皆さんに利用す

る補助金が出るということであれば、そうい

った市内業者からも喜ばれるし、市民の皆さ

んにもそういうリストを配れば、身近なとこ

ろにお願いするということもあるかと思いま

す。行政の側から、こんな業者がありますよ

ということでリストをお配りすれば、また違

ってくると思いますが、そういう面で見たら

どうでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）海南市と熊取町、

現地へ行って担当職員が調査しましたところ、

簡易な畳替えとか、障子替えのみをするリフ

ォームは非常に少ないということです。ほと

んどの場合、100万円を超えるリフォーム事業、

これ、だいたい、どちらの市町もそうなんで

すけど、７割以上はそういう状況であったら

しいです。 

 そうしますと、先ほど壇上でも答弁したん

ですけど、橋本市も非常に新興住宅地が多く

て、最初、ハウスメーカーに建てていただい

たところにリフォームをお願いして、結局、

既存の橋本市内の中小零細の事業者に仕事が

落ちていかないとそういう状況になり得る可

能性が十分考えられてまいりますので、そう

いった意味から、このリフォーム制度で中小

零細を支援していくのではなくて、商工業の

活性の利子補給であったり、信用保証料の一

部補填であったり、そういった内容で中小零

細事業については支援していきたいというふ

うに考えています。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）そしたら、お聞きしま

す。 

 本市の市会議員の議員定数が今回２名減ら

されたことによって、約2,000万円の支出が削

減されているということでございます。それ

をどういう形で使うか、いろんなことに使う

のは当然でございますが、そういった財源も

出てきているということで、私はそれを見た

いわけでございますが、橋本市の住宅リフォ

ーム助成制度を、先ほどいろいろ答弁されて

おりますが、一定の予算、精いっぱい頑張っ

て、ここまでだったらできるかという一定の

範囲の予算を設定して、また、期限も限定し

て受け付けるという形にすれば、できないこ

とはないと私は思います。 

 あくまでも絶対できないじゃなくて、無理

して、私が言っているのは、行政に見合うと

いうことで、橋本市はこんな少ない予算かと

いうことではなくて、そんなことを気にしな

いで、できる範囲での予算を設定して、期間

も限定して受け付ける。やってみてやっぱり

あかんなということになればあれなんですけ

ど、やらないうちからできないできないばか

りを、そういう姿勢でなくて、そういう形で

予算も限定して、ここまでだったら何とか頑

張ってやってみよう、期間も限定してという

ことをやれば、私は可能だと思うんですけど、

どうでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）予算を限定して、

期限も限定してということなんですが、そう

いうふうにすれば、非常に対象者が少なくな

って、行政の公平性の観点からも非常に問題

が出てくるのではないかと考えます。それと、

非常に市内にはいろんな事業者がおられて、

建設業関係だけの取り扱いとなって、市内の

多くを占めるサービス業なんかの方について

はどうなのか、そういった方の活性につなが

っていくのか、そういった公平性の観点から

も、非常に期間限定、予算限定というのは難

しいというふうに考えます。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）先ほどから、ない答弁

になっているんですが、やっぱり、本当に中
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小零細の業者は仕事がないということで、す

ごく困っておるわけでございます。やっぱり、

どないかしてそこに仕事を回るように、地域

活性化の起爆剤になるということで私、思い

ますし、だからこそ全国で、小さな町や村で

もやっているんです。だから、優先順位があ

るということではわかるんですが、本当に地

域活性化のためにやってみるということで、

何とか検討していただくようにお願いして、

この質問は終わります。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、市

内公共交通に対する答弁を求めます。 

 病院事務局長。 

〔病院事務局長（豊岡 宏君）登壇〕 

○病院事務局長（豊岡 宏君）高野口地区公

民館出発の橋本市民病院送迎バスについてお

答えいたします。 

 平成26年９月議会におきまして、橋本市民

病院送迎バスに関する一般質問で、病院事業

管理者より「公立病院はその使命として、地

域全体の医療バランスをとりながらというこ

とが大前提」と答弁しております。これは、

市民病院だけで地域医療を支えていくことが

できない。地域の医師会や診療所の先生方と

協力し合いながらといいうことを意味し、こ

れまでも市民病院は病診連携の推進に力を入

れてまいりました。 

 まずは、地域のかかりつけ医に受診してい

ただき、その容態に応じて市民病院が紹介さ

れ、回復すれば、また地域のかかりつけ医に

その後の経過を診ていただく。この一連の流

れを構築し、それぞれの役割を分担した中で

地域医療を守っていくことが重要であると考

え、地域の医師会や診療所の先生方と連携を

図っております。 

 高齢化が進む現代社会におきまして、今後

ますますその重要性が増してくると考えてお

ります。現在の市民病院送迎バスの運行ルー

トは、このような地域医療の事情を背景に考

えられたものでございます。ご理解のほどを

お願いいたします。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

〔総務部長（吉本孝久君）登壇〕 

○総務部長（吉本孝久君）次に、コミュニテ

ィバスについてお答えいたします。 

 コミュニティバスを含む市内公共交通体系

の見直しについては、決定前に地元説明会を

実施してはどうかとのことですが、今後の市

の交通体系のうち、特にコミュニティバスの

ルート検討については、効率的で持続可能な

ものであるという観点、市民の利便性を維持

向上させるという観点等から、これまでいた

だいたご意見、ご要望、乗降調査やアンケー

トの結果等を総合的に勘案しながら検討して

いきますが、全てのご意見やご要望を反映さ

せることは困難です。 

 したがって、新交通体系決定の過程では、

高齢者、障がい者、女性等の団体代表者や区

長連合会の代表者等市民の代表者を構成メン

バーに含む、生活交通ネットワーク協議会で

広範なご意見をいただき、さまざまな立場か

らの包括的な協議を経て決定していきたいと

考えています。 

 二点目の橋本創生総合戦略の中に位置づけ

て、年々減少する国の補助金を補う方法はな

いのかとのご質問ですが、橋本創生総合戦略

は現在、策定途上であり、安心・安全なまち

づくりの施策として、公共交通に関して持続

可能な公共交通体系の構築を掲げています。

ただ、補助金に関しては、コミュニティバス

のように既に国庫補助を受けている事業は交

付金の対象となりませんので、ご理解をお願

いします。 

 三点目の新たな公共交通体系決定に地域の

要望を取り入れる方向で進めるということに

ついては、これまで議会でもさまざまなご質
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問、ご意見をいただいていますし、担当課へ

は日々市民の皆さまからのご意見、ご要望が

寄せられています。また、昨年度の乗降調査

やアンケートでも、コミュニティバスを利用

している方も利用していいない方も含めて、

さまざまなご意見をいただいています。新た

な公共交通体系の決定については、これらの

たくさんのご意見、ご要望を総合的に考え合

わせながら、生活交通ネットワーク協議会で

決定していくことになります。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）そしたら、お聞きいた

します。 

 コミュニティバスについてお聞きしたいん

ですが、新しい交通体系の方針が出た段階で、

私の要望なんですが、各地区で区長を中心に

集めていただいて、いろいろ意見を聞いてい

ただきたい。そこで、大筋の合意を得られる

ような形にすれば、地元の皆さんが、ある程

度理解、納得した形になるんじゃないかと思

います。いろいろたくさん、住民の方の説明

会というと、いろんな意見が出てまとまらな

いとおっしゃるようなことも聞きましたので、

せめて区長に寄っていただいて、意見を聞く

場を設けていただきたいんですが、どうでし

ょうか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）個々別々の要望に

お答えすると、あっちを立てればこっちが立

たずという状態になりますので、総合的な判

断のもとで決定していくことになります。議

会でのご質問、ご意見、昨年度で実施したア

ンケートのご意見、日々寄せられているご意

見、ご要望等も参考にしていきたいと思いま

す。ただ、決定した事項につきましては、区

長会のほうに説明をしたいと思います。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）これまでにもこの協議

会の中で、バス停を新たにつくる、バス停の

変更とかあったときに、慌てて住民の方から

の苦情で元に戻したり、新たに場所を変えて

みたりということで、そんなこともあったよ

うでございます。協議会に行っておられる委

員のある方に聞いてみましたら、どこにどの

バス停をつくるといったら、自分が住んでい

ないところでは、そんなものわからない。わ

からないから賛成するしかない。そんなこと

なんですよ。協議会でいろいろ協議しても、

当の協議会の委員の皆さんが、実態を全部知

っているわけじゃないんです。どれだけ地元

の声を組み入れるか。地元のところへ足を運

んで、区長の意見を聞くぐらいはできるかと

思います。ぜひとも、区長に聞く説明会を持

っていただきたいと思うんですが、どうでし

ょうか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）先ほどにも答弁を

させていただきましたとおり、これまで議会

でも、さまざまなご意見、ご質問をいただい

ております。担当課へは、日々市民の皆さま

からのご意見、ご要望が寄せられています。

また、昨年度の乗降調査やアンケートでも、

コミュニティバスを利用している方も利用し

ていない方も含めて、さまざまなご意見をい

ただいております。新たな公共交通体系の決

定については、これらのたくさんのご意見、

ご要望を総合的に考え合わせながら進めてま

いりたいと思います。 

○議長（中本正人君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）ちょっと答弁の補足

をさせていただきますと、全体的な方針は部

長が申し上げたとおりなんですけども、先ほ

ど髙本議員のほうからご質問がございました、

個別、区なり、その地域だけにかかわるバス
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停等につきましては、従来から新設等、それ

から、廃止する場合もあるわけでございます

けれども、そういうことにつきましては、区

長をはじめとして地域の皆さま方のご意見は

聞かせていただいておりますので、今後、地

域にかかわる限定されたことについては、ご

相談をしながらやっていきたいというふうに

思います。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）それでは、もう一点お

聞きします。 

 平成26年３月に、第二次橋本市生活交通ネ

ットワーク計画が出されて、基本方針や基本

的な考え方が示されました。その中で、市民

が主体的に参画しながら、みんなでつくり、

守り育てる地域公共交通とあります。バス路

線で、新たに北ルートができて、４ルートの

うち２番目に多いのが北ルートです。４ルー

トとも、利用者数が増えてきています。 

 行政としてコミバスの運行継続に努力され

ていることで、大変助かっているわけでござ

いますが、しかし、今回の見直し案で、敬老

バスの有料化が検討されようとしています。

この問題は、利用者、市民の意見をよく聞き、

慎重に審議されなければなりません。少ない

国民年金で暮らしている非課税の世帯も少な

くありませんので、敬老バス乗車券が継続さ

れるような方向で努力していただきたいと思

いますが、これから協議会で話し合われます

が、私の気持ちはそうなんですけども、どう

なんでしょうか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）利用者アンケート

では、費用負担が生じても、コミバスを存続

してほしいという声が非常に多くありました。

持続可能なという観点から、今後、受益者負

担についても考えていかなければならないと

考えております。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）受益者負担、何でも受

益者負担になるんですが、本当に国民年金で

暮らしている方は、わずか４万円、５万円、

６万円で生活をされているわけでございます。

一律的に上げてしまってはどうかなと思いま

すので、有料化になるということであれば、

慎重に、いろんな考え方で検討されるように

お願いしたいと思います。 

 そしたら、もう一つ聞きます。コミュニテ

ィバスの運行についてお聞きしたいんですが、

年末の運休のことでございます。大みそかま

で買い物に出かける市民はたくさんいます。

コミバスの大みそかまでの運行を希望される

方は、本当に少なくありません。私、たくさ

んの方から聞いております。何とか大みそか

まで運行できるように、検討、努力していた

だけないでしょうか。わずかの、ほんの少し

の日にちじゃございませんか。年間でわずか

でございます。そういう方向で努力していた

だける方向で示していただけないでしょうか。

お願いいたします。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）コミュニティバス

の運行経費でございますけども、平成26年度

で、5,852万円程度かかっております。そのう

ち、国庫補助金、運賃収入等を除いて、一般

財源ベースの負担が2,798万8,000円程度発生

している状況の中、運行経費がかなりかかる

ということで、運行経費のこれ以上かかると

いうことは、非常に財政状態が厳しいという

ことを考慮すれば、そういうことにつきまし

ては困難であると考えております。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）先ほどの質問ですが、

年末のわずかの日にちじゃございませんか。

本当にそれだけのことをしていただきたいな

ということで、やっぱり、特に高齢者、介護
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されている人たちもたくさんおられます。そ

れを何とか努力してやっていただきたいと思

うんですが、同じ回答になると思いますので、

ぜひともそのことも含めて、検討していただ

くようにお願いしたいと思います。 

 そしたら、次、質問いたします。 

 一つお聞きしたいことがございます。 

 地域公共交通網形成計画、聞き慣れない言

葉ですが、政府で進めているものでございま

す。地域公共交通網形成計画、簡単にどうい

う内容か説明していただけますでしょうか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）公共交通網形成計

画は、コミュニティバスなどの公共交通だけ

にとどまらず、どのようなまちをめざすのか

を盛り込む計画です。策定するには、ある程

度の国の補助がいただけるということもあり

ますが、計画策定には多額の予算が必要です。

また、計画の実現に向けて、コミュニティバ

ス運行経費以外の市負担が必要になってくる

ことも考えられます。公共交通網形成計画の

策定については、今後慎重に研究していきた

いと考えております。 

 参考としまして、形成計画を策定いたしま

すと、コミュニティバスの補助金の上限が上

がると。それから、毎年の補助金の減少幅が

小さくなるというメリットがございます。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）今、答弁ありましたよ

うに、補助金が出る内容もございます。私、

調べたんですが、愛知県岡崎市で今、これを

計画されているそうでございます。これが内

容でございますが、補助金のこともございま

すから、今、協議会で新しい体系をつくろう

としていますが、これを検討されるというか、

そういうことは全く今、考えておられません

か。 

○議長（中本正人君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）髙本議員の質問にお答

えをします。 

 そういう話も、他の会派の議員からいただ

いています。補助金を減らさないという部分

では、つくる価値はあるのかなと思いつつ、

ただ、その計画を立てたら、どういうふうに

動かさなあかんのかという問題もあろうかと

思うんです。今現在、それを担当課のほうで

検証をさせています。その中で、こっちのほ

うがいいんだったら、そっちのほうを選んで

いきたいというふうに、現在、まだ調整をし

ているところです。実際に、そのとおり動か

すのに運行経費が莫大にかかるようになるの

であれば、補助金がいくら減らなくても、ほ

かの部分で出していくということになれば、

非常に難しいなというふうに思っていまして、

メリット、デメリットをよく検証をまずして

から、立てる立てないというのを判断してい

きたいと思っています。 

 コミュニティバス、いろいろご質問をいた

だいているんですけども、やはり、持続性あ

るコミュニティバスの運行というのを考えて

いかなければなりません。先ほど総務部長の

ほうから、5,700万円余りかかっているという

お話がありました。今回、26年度については、

路線バスのところを走らせたものですから、

損失補填も求められました。で、損失補填も

させてもらって、今、現状走らすことができ

ていますけども、29年度に新ルートが決まる

ということなので、市としてもいろんな情報

をネットワーク協議会のほうに出して、そし

て、新ルートが、橋本市にとって非常にいい

ルートになるように、市としても動いてまい

りたいと思っています。 

 最終的なことは、ネットワーク協議会の中

で決まってしまいますので、その辺は、市の

思うとおりいかないところもあります。そう
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いう中で、私たちとしても、できるだけ走り

やすいような、コミュニティバスが市民にと

って便利な運行経路になるようには努力をし

てまいりたいと思います。 

 敬老パスのお話もあったんですけども、現

在、敬老パスで乗られている方が60％、今現

在もう60％が無料で乗られているというよう

な状況もありまして、このまま続けていった

場合、また損失補填も発生、また別のお金を

出していかなあかんというふうな事情もあり

ますし、これから、デマンド制というふうな

ことも、タクシーをコミュニティバスの走っ

ているところまでつなぐとか、そういうこと

を考えますと、やはり財源的なものも必要に

なってきます。 

 そういうことも含めて、現在、敬老パスの

廃止ということも含めて検討しています。財

政的に非常に厳しいものですから、次から次

へとお金を出していくということは、非常に

市の財政としても厳しいものがありますし、

やはり大切なことは、継続的にずっと走らせ

ていく。そして、よりよく便利にしていくと

いうことだと思うんです。路線バスがなけれ

ば、逆に、うちのほうで決めてもええわけで

すけども、現在、路線バスもあるわけですか

ら、そこの営業に非常に大きな影響を与える

というようなこともできません。そういう中

で、私たち、市としても、できるだけ継続的

に走らす、デマンド制を導入していくという

ことにつきましては、財源も必要ですので、

そういうものも含めて、現在検討をしている

ところなので、また、ネットワーク協議会に

おいて提案をさせていただくということにな

りますので、ご理解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）今、市長に答弁してい

ただいたので、その方向で、本当に両者、市

民の皆さんがすごくよかったと思えるような

新しい交通体系に、できるだけ皆さんの声が

生かされるような形で、協議会で決めていた

だけるようにお願いしたいと思います。 

 では、次の質問に参ります。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目３、ス

ポーツ大会に補助金制度の実施に対する答弁

を求めます。 

 教育次長。 

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕 

○教育次長（坂本安弘君）まず、一点目のス

ポーツ大会や合宿の誘致を推進していく計画

に関してお答えします。 

 本市のスポーツ施設を利用したスポーツ大

会や合宿の誘致については、スポーツツーリ

ズム活動として、今年度、商工観光課におい

て、大会や合宿を誘致することで、スポーツ

を観光資源として活用するためのパンフレッ

トを作成することとなっています。 

 今後も、経済部と横断的に連携しながら、

全国から多くの人に橋本市に来ていただける

よう積極的に誘致活動を展開していきたいと

考えています。 

 次に、三点目のスポーツ大会や合宿の誘致

を促進するために補助金制度の新設に関して

お答えします。 

 議員おただしのとおり、市内の宿泊施設も

充実してきていることから、市外、県外から

大会や合宿に来られた方々に補助金を出すこ

とは、大会や合宿の誘致を促進する上で有効

な方策であると考えます。 

 しかし、今後、運動公園多目的グラウンド

陸上トラックの大規模改修が必要となること、

その他の施設についても維持管理等に多額の

費用が必要となることが予測されますので、

教育委員会としては補助金制度の新設は困難

であると考えます。 

 ただし、ホームページ等の刷新・充実を図
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ることで、大会や合宿を本市でより多く行っ

ていただけるよう、積極的な誘致活動を展開

していきたいと考えています。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）次に、二点目のご

質問にお答えします。 

 スポーツの大会や合宿をきっかけとして、

本市を訪れた方々が本市に魅力を感じ、再度

訪問してもらうことや地場産品等の普及につ

ながっていくことは、まさにそのとおりであ

ると考えます。また、これらのことが一過性

のものでなく、長期にわたり継続することが

大切であると認識しています。 

 本市でも、来訪いただいた方々に快適な時

間を過ごし魅力を感じていただくために、ま

ずは、受け入れ環境の整備が大切であると考

えています。現在、地方創生先行型の交付金

を活用しながら、外国人観光客の受け入れも

想定したフリーＷｉ－Ｆｉや多言語のパンフ

レット、また、魅力ある特産品や土産物の開

発支援等に努めています。 

 一方で、市外から本市へ来ていただける動

機づけをすることも重要です。これについて

は、首都圏や関西圏などの市外へ向けてのＰ

Ｒを積極的に行っていきます。 

 特に、地域産品に関しては、ふるさと納税

の返礼品として紹介し、その魅力を伝えてお

り、想定以上の実績と感触を得ています。リ

ピーターとして繰り返し購入してもらえるよ

うに、丁寧な個々への対応に心がけ、その延

長線上には、ふるさと納税をきっかけに本市

に来訪してもらえるような情報発信に努めて

いきたいと考えています。 

 観光の面では、中長期的には周辺市町と連

携を図りながら、スポーツイベントと観光と

を融合させ、交流人口の拡大や地域経済への

波及効果等をめざすスポーツツーリズムへの

取り組みを推進していきたいと考えています。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君、再質問

ありますか。 

 ７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）補助金補助金というこ

とで申し上げるんですが、やっぱり予算の限

られた中で難しいこととは思いますが、やっ

ぱり今回の私のこの提案も、橋本市のよさ、

今度、国体があるので、そんなことでできる

だけまた行ってみたいなと思ってもらえるよ

うな、具体的にやっぱり動くこともすごく大

事だと思うんです。 

 そういう意味で、やっぱり今回の私の補助

金については、スポーツ大会の補助金につい

て、実際やっているところは、１人1,000円、

学生は500円ということで、多額のお金が要る

ようなことではないと思います。一定期間テ

スト的にやってみてはどうかと、私はすごく

思うんです。そういう意味では、何でもチャ

ンスって私は思うんですが、地元のよさ、橋

本のよさ、また、地場産品を本当に全国に広

げていくきっかけになると思うんです。 

 なかなか足を運んで橋本市まで来ないで、

ネットであれやこれやと知らせても、なかな

か体験で、体でわからない。来ていただくこ

とによってよさがわかると思いますので、テ

スト的に一度アタックしてみたらとすごく思

うんです。実際にやってみないで、先ほどの

住宅リフォーム助成制度もそうですが、私の

答弁を聞いている感じでは、やらないでいろ

んな想像、多分こうだろう、よそでこうだっ

たからということで思われる方が多い、すご

く感じるんです。 

 まずは１回やってみて、ずっとやるという

わけじゃないんですから、期間限定で１回や

ってみるということで、試しにやってみるこ

とが、本当にアタックすること、チャンスだ

と私はすごく思うんです。そういう意味で、
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ぜひともちょっと考えて、今すぐということ

は難しいかわかりませんが、検討していただ

ける中に入れていただけないかなと思います。

どうでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）今、宿泊助成の件

でお尋ねのことと思うんですが、議員もご承

知のことと思うんですけど、和歌山県の地方

創生事業で、10月から県内の宿泊施設は、最

大半額を県が負担すると、これは国の交付金

なんですけど、負担するということで、全面

的にＰＲしていきます。和み和歌山プレミア

ムキャンペーンという、県の名称でやってい

くわけなんですけど、来年の３月まで、市民

であっても、県民であっても、県内どこで泊

まっていただいても半額になります。利用回

数とかは制限があるんですけど、人数的には

予算のある限り県はやってくれるというふう

に今、聞いております。 

 実際は、県のほうが、ヤフートラベルとか、

楽天トラベルとか、そういった大手の宿泊予

約サイトに委託しまして、そこが専門のホー

ムページを開設して受け付けしていくように

なるというふうに聞いています。あと、旅行

代理店なんかでも受け付けしていくというふ

うに聞いております。もう既に９月24日から

受け付け開始すると言っていますので、10月

から来年の３月に向けて、県がやってくれよ

うとしておる地方創生の事業を最大限利用し

ながら、スポーツツーリズムの宿泊の支援を

していきたいというふうに考えております。

そのために、各地いろんなイベントをこれか

ら販促の関係でも、全国各地を回るんですけ

ど、そのときに、この部分についてもしっか

りＰＲしてまいりたいと思います。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）今、部長が答えられた

ように、先月８月20日の毎日新聞に載った記

事なんですが、今、部長が答えられたことが

これなんでございますが、旅行に、最大半額

宿泊補助されるという制度ですが、結局、和

歌山県も、ぜひとも観光客を呼び寄せるため

にということで、やっぱりチャンスだと見て

やっていると思うんです。チャンスをつかむ

という、どこでつかむか、チャンスをつかむ

か逃すかでございます。 

 だから、私が申し上げているスポーツ大会

の補助金についても、１回、やっぱりチャン

スと見て、アタックして、１回限りでもよろ

しいですやんか。いっぺんやってみるという

ことで、多くの予算を使わずに、少なくても

よろしいですやん。私はそう思います。その

中で応募が多かったら反響が大きいなとわか

りますし、応募がなければ、やっぱりこの案

はだめだなとわかりますし、本当に少額でよ

ろしいんです。いっぺんやってみる機会のチ

ャンスだと思うんですが、何とか本当に計画

を入れていただきたい。 

 全国的にまだ少ないですけど、やっぱり、

七尾市といえば、北陸の観光地でもございま

すが、当然温泉もありますからあれなんです

けども、橋本市の宿泊可能範囲といえば、ホ

テルルートインで190名、紀伊見荘で80名、ゆ

の里このので52名で322名という限られた多

くの人数ではございませんが、本当に小さな

予算でいっぺん反応を確かめてみるというの

も方法と思いますので、無理しないでできる

範囲でやろうと思えば、私はできると思うん

です。だから、そういう意味で何とか計画に、

検討される中に入れてほしいんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）宿泊の支援に関し

ては、先ほどの県の制度をできるだけ利用し

ていきたいと考えておるんですが、それ以外

に、市の地方創生の先行型の予算ですけど、
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スポーツツーリズム事業としまして、今年度

はスポーツレジャーを題材にして、イベント

を開催している、全国的にもメジャーな事業

者とスポーツイベントの事業をやっていきた

いなというふうに考えております。これをす

ることによって、橋本市の知名度、合宿、大

会誘致のネットワークを築いていきたいと考

えております。あくまでも、スポーツツーリ

ズムの方向で、今年度の予算は執行していき

たいというふうに考えております。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君。 

○７番（髙本勝次君）財政難の中で、なかな

かいろいろとバスにしても、いろいろ大変で

すが、やっぱり、いろんな意味で、どこに優

先順位というのはよくわかるんですが、優先

順位の中に、チャンスをつかむ、やってみる

ということがすごく大事だと思うんです。そ

れがきっかけで思わぬ効果があるとわかれば、

継続してヒットするわけでございますから、

結局、予算の中で考えられることが多いんで

すが、やってみる、いっぺん試しにこれぐら

いでやってみようかなということも、アタッ

クすることもやっていかなかったら、前開け

ていけない、そう思うんです。だから、ぜひ

とも、今後、そういうことが検討される中へ

入れていただきたいと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（中本正人君）７番 髙本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（中本正人君）これにて、一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午後２時53分 散会） 

                                          


